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20132013年３月期年３月期 第２四半期の決算第２四半期の決算概況概況20132013年３月期年３月期 第２四半期の決算第２四半期の決算概況概況

連 結 決 算 の 概 況

（単位 億円）

・ 海外の需要回復により売上は前年同期比２７０億円の増収

・ 林原の寄与、固定資産売却益もあり四半期純利益は８０億円（２６億円の増益）
（単位：億円）

１１/０９ １２/０９ 増減
前年

同期比
期初見通し

（通期）
進捗率

売   上   高 ３,０８４ ３,３５５ ２７０ １０９％ ７,０００ ４８％

売上総利益
（利益率）

３５７
(11 6%)

４１３
(12 3%)

５５ １１６％ ８７５
(12 5%)

４７％
（利益率） (11.6%) (12.3%) (12.5%)

販売管理費 ▲２７９ ▲３３２ ５２ １１９％ ▲６８０ ４９％

営 業 利 益 ７７ ８１ ３ １０５％ １９５ ４２％営 業 利 益 ７７ ８１ ３ １０５％ １９５ ４２％

経 常 利 益 ９２ ８６ ▲５ ９４％ ２０５ ４２％

四半期純利益 ５４ ８０ ２６ １５０％ １５５ ５２％四半期純利益 ５４ ８０ ２６ １５０％ １５５ ５２％

１株当たり四半期純利益 ４２円０４銭 ６３円２３銭

為替レ ト ＠８１ ７８ ＠７８ ９６ ＠７８ ００為替レート ＠８１.７８ ＠７８.９６ ＠７８.００



地地 域域 （国（国 内・海内・海 外）別外）別 売売 上上 高高

売上高 3 355億円（ 内 億 海外 億 ）売上高 3,355億円（国内1,847億円、海外1,507億円）
前年同期比270億円増（国内48億円増、海外221億円増）

海外売上の地域別内訳（前年同期比）海外売上の地域別内訳（前年同期比）

4-9月※1-6月※
1-6月※

4-9月

－ 海外売上比率は上昇（42%→45%）－
北東アジア及び東南アジア地域の売上増
加の影響により、海外売上比率が上昇。

ドル円平均レート3期推移

10/1-6月 11/1-6月 12/4-9月

89.02 81.78 78.96

※海外子会社の決算期を統一したことにより、海外連結子会社の会計年度は1-12月から4-3月となっております。

△ 5.9(高) △ 7.2(高) △ 2.8(高)

セセ ググ メメ ンン トト 別別 売売 上上 高高

事業セグメント別の売上概況 (前年同期比）セグメント別売上高 （単位：億円） 事業セグメント別の売上概況 (前年同期比）

機能素材 953億円（ 59億円 Ｖ107％ ）

■ 国内は、塗料原料関連等が、建築・自動車用途向けで増加

■ 精密研磨関連部材等が電子関連業界向けに減少し 国内全体で減収

セグメント別売上高

■ 精密研磨関連部材等が電子関連業界向けに減少し、国内全体で減収

■ 海外は、シンガポールでのスポットビジネスもあり増収

加工材料 1,077億円（▲ 16億円 Ｖ98％ ）

■ 繊維加工剤等の事業を持分法適用会社に再編集約したことによる減少（▲48億円）■ 繊維加工剤等の事業を持分法適用会社に再編集約したことによる減少（▲48億円）

■ 国内は、顔料・添加剤関連、情報印刷関連材料等の売上の減少により、全体で減収

■ 海外は、アジアでOA・家電向け合成樹脂の増加等により、全体で増収

電子 552億円（ 34億円 Ｖ107％ ）電子 552億円（ 34億円 Ｖ107％ ）
■ 電子化学品事業は、変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂関連は堅調に推移するも、国内半導体及び液晶業

界向け薬液の売上が減少し全体で減収

■ 電子資材事業は、液晶用フィルム関連の売上が減少するも、国内のLED照明用部材
や、北東アジアのタッチパネル用部材等が好調に推移し全体で増収

セグメント別売上増減額
（前年同期比）

（単位：億円）

自動車・エネルギー 421億円（ 72億円 Ｖ121％ ）

■ 国内は、東日本大震災の影響による販売減の反動に加え、エコカー補助金の効果

もあり生産台数が大幅に伸長し、全体で増収

■ 海外は 日系メ カ の生産台数の増加に伴い 全体で増収

（前年同期比）

■ 海外は、日系メーカーの生産台数の増加に伴い、全体で増収

生活関連 345億円（ 120億円 Ｖ154％ ）

■ ㈱林原の連結により売上が大幅に増加（123億円）

㈱林原 外 イ ケ カ 事業は 医薬関連は医薬中間体および医療材料等が 酵■ ㈱林原以外のファインケミカル事業は、医薬関連は医薬中間体および医療材料等が、酵
素関連はナガセケムテックス㈱製品が、それぞれ堅調に推移

■ ビューティーケァ製品事業は、主力製品の売上が減少し、全体で減収



セセ ググ メメ ンン トト 別別 売売 上上 総総 利利 益益

売上総利益 ： ４１３億円 ＋５５億円 １５.６％増

1

500 セグメント別 売上総利益 (前年同期比）
413

357

（単位：億円）

28 33
37

903

1

300

400 機能素材 87億円 ▲1億円 2.0％減

加工材料 87億円 ▲5億円 5.7％減

357

105 112

28 33

200

300 加 材料 億円 億円 減

電子 112億円 ＋6億円 6.3％増

89 87

93 87
100

自動車・ｴﾈﾙｷﾞｰ 33億円 ＋4億円 15.8％増

生活関連 90億円 +53億円 141 6％増
0

機能素材 加工材料
電子 自動車・ｴﾈﾙｷﾞｰ
生活関連 その他

11/09 12/09

生活関連 90億円 +53億円 141.6％増

生活関連 その他

セセ ググ メメ ンン トト 別別 営営 業業 利利 益益

営業利益 ： ８１億円 ＋３億円 ４.７％増

＜セグメント別 営業利益＞

50

セグメント別 営業利益(前年同期比）
（単位：億円）

34
3130 30
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50
11/09 12/09 機能素材 30億円 ▲3億円 11.3％減

加工材料 13億円 ▲3億円 19 6％減
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20

加工材料 13億円 ▲3億円 19.6％減

電子 30億円 ▲1億円 4.3％減

▲17

▲19-20

-10

0

自動車・ｴﾈﾙｷﾞｰ 5億円 ＋１億円 22.2％増

生活関連 19億円 ＋15億円 472 0％増▲19

-30

20

機能素材 加工材料 電子
自動車・

ｴﾈﾙｷﾞｰ

その他・
全社共通

生活関連 19億円 ＋15億円 472.0％増

生活関連
ｴﾈﾙｷ



営 業 利 益 増 減 要 因

（単位：億円）
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による影響

50

新規連結 長瀬産業 国内製造 国内販社他 欧米ASEAN

：プラス要因
：マイナス要因

経経 常常 利利 益益 ・・ 四四 半半 期期 純純 利利 益益

経 常 利 益 ８６億円 ▲ 億円 8％減経 常 利 益 ： ８６億円 ▲５億円 5.8％減

四 半 期 純 利 益 ： ８０億円 ＋２６億円 49.8％増
（単位：億円）

100
（単位：億円）

92
86

80

80

54

80

40

60

54

20

40

0

20

0

経 常 利 益 四 半 期 純 利 益

11/09 11/09 12/0912/09



主主 なな 貸貸 借借 対対 照照 表表 のの 増増 減減

◆ 無担保社債 億 発行 伴 借入金 億 を返済◆ 無担保社債300億円の発行に伴い、借入金１８８億円を返済
◆ 運転資金は、棚卸資産の増加があったものの、仕入債務の増加の影響で12億円減少

◆ 株価の下落により投資有価証券の含み益が減少（投資有価証券▲58億円、評価差額金▲34億円）
（単位：億円）（単位：億円）

《資産》 １２/０３ １２/０９ 増減 《負債及び純資産》 １２/０３ １２/０９ 増減

現金及び預金 ２９１ ４４３ ＋１５１ 支払手形及び買掛金 １,０９１ １,１２３ + ３２

受取手形及び売掛金 短期借入金 ５０１ ３１６ ▲１８５受取手形及び売掛金 １，９７７ １,９５９ ▲１７ 短期借入金 ５０１ ３１６ ▲１８５

棚卸資産 ４５２ ４８９ + ３７ その他流動負債 ２２３ ２１１ ▲１１

その他流動資産 １０１ １１５ + １４ 長期借入金 ３８２ ３７８ ▲３

有形固定資産 社債 ３００ ３００有形固定資産 ５６７ ６００ + ３３ 社債 - ３００ +３００

無形固定資産 ５７４ ５５９ ▲１５ 退職給付引当金 １００ １０１ ＋１

投資有価証券 ４９０ ４３１ ▲５８ その他固定負債 ８１ ７２ ▲９

そ 他固定資産 株主資本その他固定資産 ５３ ５８ ＋４ 株主資本 ２，０１１ ２,０７３ +６１

（うち自己株式） （▲ ５４） (▲７１) (▲１６)

有価証券評価差額金 １２７ ９２ ▲ ３４

為替換算調整勘定 ▲９１ ▲９２ ▲１

新株予約権 １ ０ ▲０

純資産合計 ２，１２７ ２,１５４ +２６

（自己資本比率） （45.4%） （44.5%） (▲0.9% )

資産合計 ４，５０８ ４,６５８ + １５０ 負債及び純資産合計 ４，５０８ ４,６５８ +１５０

キキ ャャ ッッ シシ ュュ ・フ・フ ロロ ーー のの 状状 況況

◆ 営業キャッシ フロ 法人税等の支払３１億円があ たものの 税前利益１１８億円や減価償却費の◆ 営業キャッシュ・フロー：法人税等の支払３１億円があったものの、税前利益１１８億円や減価償却費の
足し戻し３７億円等があり８９億円の収入

◆ 投資キャッシュ・フロー：有形固定資産の売却３０億円があるも、有形・無形固定資産を77億円取得

◆ 財務キャッシュ・フロー：社債発行による２９８億円の収入 借入金の返済２３０億円
（単位：億円）

◆ 財務キャッシュ フロ ：社債発行による２９８億円の収入、借入金の返済２３０億円

１２/０９ 主な内訳 １１/０９

営業活動による 税前利益 １１８ 億円

キャッシュ・フロー
＋８９

減価償却費 ３７ 億円

のれん償却費 ８ 億円

法人税等 ▲ ３１ 億円 等により

+ １７

投資活動による 有形固定資産の取得 ▲ ６９ 億円投資活動による

キャッシュ・フロー ▲４９ 無形固定資産の取得 ▲ ７ 億円

有形固定資産の売却 ３０ 億円 等により

▲４９

財務活動による

キャッシュ・フロー + ７３

社債発行による収入 ＋ ２９８ 億円

長期借入による収入 ＋ ４２ 億円

借入金の返済による支出 ▲ ２３０ 億円
▲０キャッシ フ + ７３ 借入金の返済による支出 ▲ ２３０ 億円

配当金の支払い ▲ １５ 億円 等により

▲０

現金及び現金同等物の増減 ＋１０２ 現金及び現金同等物に係る為替差額 ▲１０億円含む ▲３２

新規連結 伴う 金 長瀬電子科技（厦門）有限公司＋６億円新規連結に伴う現金

及び現金同等物の増減
＋９

長瀬電子科技（厦門）有限公司＋６億円

Nagase India Private Ltd.＋１億円、

ﾅｶﾞｾﾂｰﾙﾏﾃｯｸｽ㈱他３社＋１億円
＋１

決算期変更に伴う現金

及び現金同等物の増減
＋３７

日本＋１億円、グレータチャイナ＋38億円、アセアン▲５億円、
欧州＋２億、北米＋０億円 ―

及び現金同等物の増減 欧州 億、 米 億

現金及び

現金同等物の期末残高
４３３

貸借対照表上の現預金残高４４３億円－内３ヵ月超の定期預
金残高９億円＝４３３億円 ４４０



（単位 百 円）

主主 なな 連連 結結 子子 会会 社社 のの 業業 績績

（単位：百万円）

社 名 売上高
前年

同期比
営業利益

前年

同期比
四半期純利益

前年

同期比

単体 長瀬産業 215 549 99% 1 169 66% 8 111 132%単体 長瀬産業 215,549 99% 1,169 66% 8,111 132%

製造

ナガセケムテックス 13,199 93% 1,458 92% 714 79%

林原 12,680 -% 1,359 -% 1,070 -%製造
会社

林原 , , ,

東拓工業 3,753 99% 78 58% 63 60%

※製造会社計※ 44,483 132% 3,125 130% 1,732 133%

国内
販売

ナガセプラスチックス 14,738 96% 174 91% 98 90%

ナガセケミカル 7,991 118% 101 89% 57 91%

ナガセ レ クス 4 374 116% 105 106% 58 106%会社 ナガセエレックス 4,374 116% 105 106% 58 106%

※国内販売会社計※ 40,388 87% 550 76% 321 78%

長瀬香港有限公司 28 598 133% 537 164% 437 162%

海外
販売
会社

長瀬香港有限公司 28,598 133% 537 164% 437 162%

ナガセタイランド 14,368 114% 459 89% 339 91%

上海長瀬貿易有限公司 12,559 106% 110 68% 27 23%

※海外販売会社計※ 137,572 122% 2,889 112% 2,105 98%

※注） 林原の業績は、のれん・無形資産償却後の数値となります。

※注） 各カテゴリの合計は、対象会社の単純合算値であり、連結決算数値と一致いたしません。

収益力の向上と企業体質の 層の充実強化を図り 連結業績連動を基礎とした

配配 当当 状状 況況

収益力の向上と企業体質の一層の充実強化を図り、連結業績連動を基礎とした、

株主の皆様への安定配当を継続して行うことを基本方針としており、連結配当性向

および連結純資産配当率を勘案して、１株当たり配当額の向上を目指します。
（%）

240
（%）（%,円）
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00
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18 17 1616

00
05/03 06/03 07/03 08/03 09/03 10/03 11/03 12/03 13/03(予)

1株当たり配当金 配当性向(左軸) DOE(右軸)
05/03 06/03 07/03 08/03 09/03 10/03 11/03 12/03 13/03（予）

（%）

配当性向 12.3 14.9 17.0 21.8 35.4 27.3 22.1 36.0 24.2

DOE 0.79 1.06 1.15 1.08 1.07 1.08 1.42 1.52 1.58

※13/3期の期末配当は、2013年6月開催予定の株主総会にて付議予定



20132013年年３月期業績見通し３月期業績見通し20132013年年３月期業績見通し３月期業績見通し

20132013年年３月期３月期 業業 績績 見見 通通 しし

（単位：億円）

１３／０３１２／０３ １３／０３

上期実績 下期予想 通期見通し 前期比

売   上   高 ６，３１８ ７，０００ ３，３５５ ３，３５５ ６，７１０ １０６％

実績 当初見通し

売上総利益 ７１６ ８７５ ４１３ ４２７ ８４０ １１７％

営 業 利 益 １３４ １９５ ８１ ８３ １６４ １２２％

経 常 利 益 １５６ ２０５ ８６ ９０ １７６ １１２％経 常 利 益 １５６ ２０５ ８６ ９０ １７６ １１２％

当期純利益 ８５ １５５ ８０ ５６ １３６ １５９％

１株当たり年間配当金 ２４円 ２６円 １３円 １３円 ２６円 -

想定為替 ト( $） ７９ ６円 ７８ ０円 ７８ ９円 ７７ ０円 ７８ ０円想定為替レート(1US$） ７９.６円 ７８.０円 ７８.９円 ７７.０円 ７８.０円 -



20132013年年３月期３月期 セグメント別セグメント別見通し見通し

＜セグメント別 売上見通し＞ ＜セグメント別 営業利益見通し＞

2,140

2,500
12/03

13/03
90

12/03 13/03

（単位：億円） （単位：億円）

1 771

2,179
1,870

2,000
62 6057

67

41
50

70

1,771

1,170

1,500
29

9 7

30

7

41

30

1,104

761
491

820
700

500

1,000
9 7

1
7

2

-10

10

10 10
0

500

-36
-40

-50

-30

0

機能素材 加工材料 電子 自動車・
エネルギー

生活関連 機能素材 加工材料 電子 生活関連 全社共通その他 自動車・
エネルギー

その他

※12/03期の実績値は、旧セグメントの実績値を新セグメントに組み替えて算出しております。

営 業 利 益 増 減 要 因 （前 期 比 較）

（単位：億円）

200
180
200

+2 +18
▲5

▲18

160
180 +2

+28

+7

164

▲1▲18
▲2

+0.4 ▲0.5

120
140

134

28 164

100
120 134

12年3月期
通期実績

林原
のれん・無形
資産償却後

GC 13年3月期
通期見通し

減価償却費
変更の影響

連結消去等
100

新規連結 長瀬産業 国内製造 国内販社他 欧米ASEAN

：プラス要因
：マイナス要因



新中期経営計画新中期経営計画

“CHANGE“CHANGE””の加速の実現
バリューチェーン視点でのセグメント再編成により注力事業と機能分担を明確にし、各機能
を組み合わせた総合力により「バイオ」「環境・エネルギー」「エレクトロニクス」技術を
活用した重点分野を中心に事業成長を目指す。

＜重点分野＞

バリューチェーン

＜重点分野＞
「バイオ」、「環境･エネルギー」、「エレクトロニクス」技術を活用した産業

リ チ

電子
セグメント

自動車・ｴﾈﾙｷﾞｰ
セグメント

セグメント

機能素材
セグメント

加工材料
セグメント

生活関連
セグメント

グ

重点施策 ： ◆グローバル化の推進 ◆高付加価値事業の創造 ◆運営基盤の強化重点施策 ： ◆グローバル化の推進 ◆高付加価値事業の創造 ◆運営基盤の強化

ババ イイ オオ 関関 連連 でで のの 取取 りり 組組 みみ

林原との融合によるシナジー創出をスタート。 では、商社機能（マーケティン林原との融合によるシナジ 創出をスタ ト。 では、商社機能（マ ケティン
グ、グローバルネットワーク）とメーカー機能（研究開発、アプリケーション開発、製
造）の融合により、ライフ・ヘルスケア分野での事業拡大を目指す。

規
模

Change S2014
将来

Change-S2014



林原事業の進捗について林原事業の進捗について

代表取締役 兼 専務執行役員

長瀬 玲二

代表取締役 兼 専務執行役員

「新 生 林 原」 誕 生 ま で の 経 緯

月日 内容

2011年 3月 7日 会社更生法適用

8月 3日 スポンサー決定

11月18 更生計画提出11月18日 更生計画提出

12月31日 更生計画認可の決定

2012年 1月28日 更生計画認可の決定確定2012年 1月28日 更生計画認可の決定確定

2月 1日 3社*合併「新生林原」誕生

2月 3日 出融資実施-長瀬産業（株）による100%子会社化2月 3日 出融資実施-長瀬産業（株）による100%子会社化

3月26日 更生手続終結の決定

3月31日 林原 第一期事業年度終了（2012年1月～3月）

* 3社とは（株）林原,（株）林原商事,（株）林原生物化学研究所を指す.

3月31日 林原 第 期事業年度終了（2012年1月 3月）

4月 1日 林原 第二期事業年度開始（実質初年度）

 3社とは（株）林原,（株）林原商事,（株）林原生物化学研究所を指す.



㈱ 林 原 会 社 概 要

機能性糖質をベースとした事業で

世界のリーディングカンパニーへ

事 業 及 び 組 織 体 制



ト レ ハ ロ ー ス （トレハ®）
主力商品①

天然に存在する糖質．
新規な酵素の発見により，世界で初めて
澱粉からの量産化に成功 価格が従来の澱粉からの量産化に成功．価格が従来の
100分の１にまで低下し，市場が拡大．

特性および機能特性および機能

澱粉老化抑制、タンパク質の変性防止、澱粉老化抑制、タ ク質 変性防 、

冷凍や乾燥による品質劣化抑制、組織癒

着防止、凍結細胞の保護、などの目的で

使用されている使用されている
トレハなし トレハあり

トレハなし トレハあり

安 定 型 ビ タ ミ ン Ｃ（ＡＡ２Ｇ®）
主力商品②



2012年度 上 半 期 売 上 構 成 比

新 た な 成 長 の た め の 取 り 組 み



海 外 グ ロ ー バ ル 展 開 の 促 進

１．林原の糖質が持つ機能を活用し、グローバル市場での認知度を高める
２．マーケットへのアクセス力を高め、販売体制を強化する
３．多様な市場ニーズを認識し、プロダクト・ラインを充実させる

１．林原の糖質が持つ機能を活用し、グローバル市場での認知度を高める
２．マーケットへのアクセス力を高め、販売体制を強化する
３．多様な市場ニーズを認識し、プロダクト・ラインを充実させる多様な市場 を認識し、プ ダクト ラインを充実させる多様な市場 を認識し、プ ダクト ラインを充実させる

市場ﾆｰｽﾞに合った糖質の販売市場ﾆｰｽﾞに合った糖質の販売

ﾕｰｻﾞｰに適したﾚｼﾋﾟ（処方）提案ﾕｰｻﾞｰに適したﾚｼﾋﾟ（処方）提案

：ﾅｶﾞｾｸﾞﾙｰﾌﾟ拠点

重点市場

食品 香粧品 ファーマ

対象地域

重点市場

米州 欧州 GC ASEAN

対象地域

糖糖 のの 世世 界界

プシコース

でんぷん糖でんぷん糖
フコース

希少糖

イソマルトース

フラクトース

プルラン

マルトース
アロース

糖質糖質MM

ハローデックス

リボース

イソマルトオリゴ糖 ぶどう糖
ハローデックス

シクロオリゴ糖
配糖体Ｄ配糖体Ｄ

糖転移物
（ＡＡ２Ｇ、ヘスペリジン）

トレハロース
シクロデキストリン

水飴

次機能
二次機能

三次機能
（生理機能）（生理機能）

林原製造販売

酵素反応物酵素反応物

一次機能
（エネルギー）

（甘味・物性）
林原製造販売

林原未製造

開発中

酵素反応物酵素反応物

でんぷんでんぷん（とうもろこし、馬鈴薯、甘藷、ｅｔｃ．）（とうもろこし、馬鈴薯、甘藷、ｅｔｃ．）
砂糖

林原未製造

でんぷんでんぷん（とうもろこし、馬鈴薯、甘藷、ｅｔｃ．）（とうもろこし、馬鈴薯、甘藷、ｅｔｃ．）



研 究 開 発 体 制 （１）

研 究 開 発 体 制 （２）



生 産 体 制 の 充 実（１）

生 産 体 制 の 充 実（２）

③ 林原 新工場建設 ～ 第１工場移転と機能強化 ～③ 林原 新工場建設

2012年10月15日プレスリリース

～ 第１工場移転と機能強化 ～

 岡山市北区今保 (約 6 000 m2) 及び 岡山市中区藤崎（約 12 000 m2)

 ２０１３年 ４月着工、 ２０１５年 ３月竣工予定

 投資総額： 概算８０億円

 岡山市北区今保 (約 6,000 m ) 及び 岡山市中区藤崎（約 12,000 m )

 新工場： 稼働数年後に年間売上１００億円を目指す． 年産 ３万トン規模．

(第１工場： 2011年度 売上 50億円）

 現行製品の安定供給および増産

 フレキシブルな生産ライン

 新製品開発のためのパイロットプラントの設置

 効率かつ省エネを追求した設計



糖転移ヘスぺリジン（林原ヘスぺリジン®Ｓ）

知恵をビジネスにする技術・情報企業

http://www.nagase.co.jp

当プレゼンテーション資料には、2012年11月22日時点の将来に関する前提・見通し・計画に基づく
予測が含まれています また 一部資料に監査を受けていない参考数値が含まれています 世界予測が含まれています。また、一部資料に監査を受けていない参考数値が含まれています。世界
経済・競合状況・為替変動等に関わるリスクや不確定要因により、 実際の業績が記載の予測と
異なる可能性があります。


